
 

 

一 般 質 問 事 項（遠賀町議会第６回９月定例会） 

◆平成２８年９月７日（水） 

 

 

１．◎質問者 萩本 悦子 議員  

 質問事項 質問の要旨 質問の相手 

 

１ 

 

男女共同参画の推進

について 

    

 

⑴ 本町の男女共同参画実施計画（第２次）の進捗状況

について、町長の感想を尋ねる。 

⑵ 男女共同参画社会実施計画における重点施策につ

いて尋ねる。 

 ①「男女共同参画社会」の啓発について 

 ②男性を対象にした講座や研修の実施について 

 ③女性人材バンク登録者数の拡大について 

 ④地方自治法第202条の３に基づく審議会への女性の

登用率について 

⑶ 男女共同参画の視点からの防災分野の取り組みつ

いて尋ねる。 

 ①各地区における自主防災組織に女性の参画を積極

的に促進するための具体策についてどのように考

えているか。 

 ②避難所の運営、意思決定に際した女性の参画につい

て、具体的にどのような対応を考えているか。 

⑷ 本町の特定事業主行動計画について尋ねる。 

①男性職員の育児休業等の取得状況について 

②一斉定時退庁日の実施状況について  

 

 

町 長 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

町長･教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

２．◎質問者 織田 隆徳 議員  

 質問事項 質問の要旨 質問の相手 

 

１ 

 

 

 

 

災害対策について 

 

 

 

⑴ 国土交通省遠賀川河川事務所が新たに作成した洪

水浸水想定区域図の概要を問う。 

⑵ 新たな洪水浸水想定区域図による本町への影響を

問う。 

⑶ 本町地域防災計画の見直しは、地震対策と水害対

策を含めた大幅なものとなるのか問う。 

                                                                            

 

町 長 

 

町 長 

 

町 長 

 

 

 

２ 

 

遠賀川駅南の開発につ

いて 

 

⑴ 遠賀川駅南開発の進捗状況を問う。 

⑵ 駅南地域開発の無電柱化を問う。 

⑶ 駅南地域の開発に合わせて遠賀川駅に快速電車の

停車の実現を問う。 

 

 

町 長 

町 長 

町 長 

 

 

３ 

 

小学校の英語の正式な

教科化について 

 

 

⑴ 小学５，６年生の英語が４年後の 2020年に正式な

教科になる予定であるが、授業時間や教師の対応

ができるのか問う。 

⑵ 小学校の英語の正式な教科化に伴う教師への具体

的な対策を問う。 

 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

  



 

 

３．◎質問者 浜岡 峯達 議員  

 質問事項 質問の要旨 質問の相手 

 

１ 

 

 

 

 

本町卓球クラブの育成

について 

 

 

 

⑴ 各自治区内に卓球クラブがあるが、その実態をど

のように把握されているか。 

⑵ 町内の卓球クラブは以前に比べ衰退の域にあると

聞くが、このまま放置しておくのか、対策をどの

ように考えているか。 

⑶ 郡内卓球大会を小学校で行っているのは本町だけ

で、体育館で開催の要望があるが実施は不可能か。 

⑷ 郡内の体育館では卓球台が多い所で 18台、少ない

所でも 12台、それに比べ本町は 8台であり、照明

も本町のみ電球色である。かなりの予算が伴うと

思うが、計画的に環境整備を進める考えはないか。 

⑸ 体育スポーツ大会出場参加旅費規程の対象者枠の

見直しを図る考えはないか。 

                                                                            

 

教育長 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

２ 

 

遠賀南中学校の卓球部

部活動について 

 

⑴ 浅木・芙蓉・緑ヶ丘で卓球をしていた生徒が、遠

賀南中学校に男子卓球部がないため、あきらめて

ほかの運動を選んだ経緯があると聞く、男子卓球

部の創設は考えられないか。 

⑵ 卓球は、個人種目（個人戦）であるため、部活の

卓球部を作ることが困難であれば、中体連の大会

への出場ができるように検討できないか。 

⑶ 男女共同参画の時代、男子部に卓球部が出来ない

のなら、女子部に合流して部活動をして行くこと

はできないか。 

⑷ 学校の先生の負担軽減のため地域で活動されてい

た人を顧問として任用できないか。 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

４．◎質問者 田代 順二 議員  

 質問事項 質問の要旨 質問の相手 

 

１ 

 

 

 

 

子どもの貧困について 

 

 

 

⑴ 「子供の貧困対策大綱」では、「地域の実情に即した

効果的な施策に取り組むことが重要である」、このた

め、「地方公共団体において子供の貧困対策について

の検討の場が設けられるよう、また、地域の実情を

踏まえた子供の貧困対策についての計画が策定され

るよう」とうたっている。本町においても「検討の

場」、「計画」が必要ではないかと考えるがどう思う

か。 

⑵ そのために、本町ではどれくらいの子どもが貧困な

のか、実態を調査する。そして、どういう対策をい

つまでにとるのか、目標を決めて取り組むことが必

要ではないかと思うがいかがか。 

                                                                            

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

２ 

 

同和問題について 

 

⑴ 「部落差別の解消の推進に関する法律」案が国会で

継続審議となっている。この法律が成立すれば本町

の施策にも影響すると思うがどう考えているか。 

 

 

町 長 

 

 

 

３ 

 

同和対策費について 

 

⑴ 生活相談員は 3 団体に属する以外の方、町民全体の

生活相談員なのか。 

⑵ 平成 27 年度相談事業実績が 90 件となっているが、

各人の相談内容、どう対応し、解決したのかを記入

した書類は町が保管しているのか。 

⑶ 地区自主活動育成にある総会費や研修費は必要なの

か。 

⑷ 同和対策研修費補助金は必要なのか。 

⑸ 集会所管理人の賃金は適正なのか。 

⑹ 集会所を利用したときの報告書はあるのか。 

 

 

町 長 

 

町 長 

 

 

町 長 

 

町 長 

町 長 

町 長 

 

 

 

 


